2012年度IFES-GCOEラボ実習（安定同位体実習）への参加者募集

北大IFES-GCOEプログラム「統合フィールド環境科学の教育研究拠点形成」の「第5回 IFES-GCOEラボ実習（安定同位体実習；2012年11月1日～11月8日）」を実施します。今回の実習は、北大Arctic Science Field & Laboratory short course seriesのラボ実習も兼ねて実施します。

安定同位体比は、近年の分析技術の進歩によりサンプルの分析が簡便になり、環境科学の様々な分野への応用が広がっています。分析や応用に関する基礎的な講義やセミナー、そしてミニ研究プロジェクトとして実際に分析や解析を体験し、この手法が幅広い分野に応用できることを実感するとともに、異なる分野や異なる手法を用いて研究を行っている学生・PDの間で活発な議論と交流の場となることを期待しています。

北海道大学大学院環境科学院、農学院環境資源学専攻、北大学内および全国の大学から、学生とPDの参加者を募集します。今回は、参加者の一部を英語のグループとし、海外からも4〜5名の参加者を募集します。

実習の目的は、次の２つです。

1） 環境科学・地球科学・生態科学の分野で安定同位体を用いた研究テーマを持つ修士・博士課程学生およびPDに対し、自分の専門分野について、さらなる理解や知見を深め、応用の幅を広げるとともに、自分の専門分野の知識や技術をわかりやすく伝えるトレーニングの場を提供する
2） 同位体を専門としない学生や異分野の学生に対し、実際に体験してみることで、安定同位体研究についての理解を深め、今後の自分の研究への応用、共同研究への発展、あるいは、新しい着想の芽となるような経験と議論の場を提供する

　1）の目的で企画実習生を、2）では受講生として、実習参加者を募集します。企画実習生からは実習の内容も募集し、講師と打ち合わせをして実習テーマを決定します。実習では、講師による講義に加え、実際の分析を体験しますが、やり方を習うだけではなく、企画実習生と受講生で構成する小グループに分かれてそれぞれの実習テーマをミニ研究プロジェクトとして実施します。１週間の実習中にサンプル処理、分析、得られた結果の解析を行い、最終日にプロジェクト成果発表会を開催し、プロジェクトとして完結させます。

　

【対象】

　博士課程学生、修士課程学生、学部学生（３年生、４年生）、PD
北大環境科学院４専攻と農学院環境資源学専攻、北大内他部局および全国の大学からの参加を受け付けます。参加者には、GCOEラボ実習（安定同位体実習）修了証を発行します。

【参加形態と定員】

1）企画実習生 ４名：安定同位体を用いた研究テーマを持つ修士・博士課程学生およびPDを対象とし、実習で実施するテーマをミニ研究プロジェクトとして企画し、実習の運営を手伝っていただきます。

2）受講生 １２名：４つのグループに分かれ、ミニ研究プロジェクトを実施します。分析や安定同位体についての経験・知識等は問いません。サンプル処理、分析、得られた結果の解析と成果報告会を体験していただきます。

【日程】

実習開催　2012年11月1日（木）-11月8日（木）

（企画実習生との打ち合わせは実習開催前に行う予定）

【場所】

　北海道大学　地球環境科学研究院
（地図URL http://www.ees.hokudai.ac.jp/top/access.html ）

　札幌市北区北10条西５丁目
【参加申し込み方法】

北大環境科学院GCOEウェブページから申し込みフォームをダウンロードし、isotopecourse”at”geos.ees.hokudai.ac.jpまで添付ファイル(PDF)として送付してください。電子ファイルには指導教員の印・サインは不要です。同時に、指導教員が参加を了承していることを示す印またはサインを付して郵送（または直接提出）して下さい。

郵送先は、

〒060-0810  北海道札幌市北区北10条西5丁目　

北海道大学大学院　地球環境科学研究院　E202　

杉本 敦子　宛                     にお願いします。

申し込みは、必ず電子ファイルと郵送の両方で行って下さい。

海外からの応募者は指導教員のサイン入り文書のpdfファイルで代用可能です。サインの入った原本は参加時に持参ください。
【参加申し込み期限】

　電子ファイルで2012年9月15日必着、指導教員のサイン入り原本は、郵送で10月20日までにお送りください。
【受講条件】

　受講学生は学生教育研究災害障害保険等に加入していること

【その他】

参加費は無料です。

本実習では、有機物の炭素・窒素、水、CO2などの水素・炭素・酸素安定同位体比等の測定が可能です。詳細は直接お問い合わせ下さい。
使用言語：日本語と英語を使用します。４つのグループのうち１〜２つを英語グループ、その他は日本語グループとする予定です。講義は日本語と英語で行われます。ただし、一部の講義は、日本語または英語のみで行われる可能性があります。英語グループ、日本語グループどちらを希望するか応募時に選択していただきます。
旅費の支援：企画実習生として参加する博士および修士課程の学生には、旅費の支援が可能な場合があります。旅費支援を希望する方は、お問い合わせ下さい。
企画テーマの調整：提案頂いた企画を複数ジョイントし、調整させて頂く可能性があります。また、企画実習生として申し込み頂いた方には、申し込み締め切り前に連絡をとらせて頂くことがあります。
その他：参加希望者多数の場合は、書類選考で参加者を決定することがあります。

【問い合わせおよび参加申し込み先】

星野 悠美・杉本 敦子
E-mail: hoshino@geos.ees.hokudai.ac.jp
〒060-0810北海道札幌市北区北10条西５丁目　E202

電話011-706-2233
